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行動神経研究部門 

思考言語分野 

松沢哲郎（教授），友永雅己（助教授） 
田中正之（助手） 
落合(大平)知美，井上紗奈，大橋岳，野上悦子 
戸塚洋子（教務補佐員） 
高島友子，堀鈴香（技術補佐員） 
打越万喜子（日本学術振興会特別研究員） 
松野響，Laura Martinez，山本真也，佐藤義明 
林美里（大学院生） 
 

＜研究概要＞ 

A) チンパンジーの比較認知発達研究 

松沢哲郎，友永雅己，田中正之，濱田穣(形態

進化分野)，三上章允(行動発現分野)， 

南雲純治(認知学習分野)，景山節 1)， 

松林清明 1)，鈴木樹理 1)，宮部貴子 1)， 

熊崎清則 1)，前田典彦 1)，加藤朗野 1)， 

兼子明久 1)，西脇弘樹 1)，渡辺祥平 1)， 

井上紗奈，野上悦子，落合(大平)知美， 

林美里，山本真也，高島友子，堀鈴香 
1)人類進化モデル研究センター 

1群 14個体のチンパンジーがいて，特に 5-6歳にな
る子ども 3個体を対象として，チンパンジーの発達研究
を総合的におこなった．認知機能の解析として，コンピ

ュータ課題や対象操作課題など各種認知課題において

チンパンジーの大人個体や，ヒト幼児との比較検討をお

こなった．また，定期的に脳や身体各部の計測もおこな

っている．この一部は以下の研究者との共同研究である．

竹下秀子，明和政子(滋賀県大)，西村剛，森口祐介(京

都大)，武田庄平(東京農工大)，赤木和重(三重大)，齋

藤亜矢(東京芸大)． 
 

B) 知覚・認知機能の比較認知科学的研究 

松沢哲郎，友永雅己，田中正之，南雲純治，

松野響，Laura Martinez，井上紗奈 
チンパンジーとヒトを対象に，認知・言語機能の比

較研究を継続しておこなった．主として，1個体のテス
ト場面で，数系列学習，色と文字の対応，単一または複

数の対象への注意，知覚的体制化，視線の認識，絵画的

奥行き知覚，カテゴリー認識，物理的事象の認識，視聴

覚統合などの研究をおこなった．情動記憶などの研究を

おこなった．この一部は以下の研究者との共同研究であ

る．伊村知子(関学大)，松澤正子(昭和女大)，村井千寿

子(玉川大)，小杉大輔(静岡理工大)，牛谷智一(千葉大)，

後藤和宏（慶応大），狩野文浩(京都大)． 

C) チンパンジー・コミュニティにおける知識・技術の
社会的伝播 

松沢哲郎，友永雅己，林美里，佐藤義明 
チンパンジー母子 3組を中心とする 1群 14個体の

飼育下コミュニティを対象として，屋外運動場に設けた

「ドーム」と呼ぶ屋外用テストブースで，道具の製作と

使用（小枝やつるでハチミツをつり出す行動）について

検討した．釣り場所を 2か所に限定した競合場面で，3
個体以上が関与する社会的相互交渉について実験的研

究をおこなった． 
 

D) 野生チンパンジーの道具使用などの行動の文化的変
異研究と「緑の回廊」森林再生プロジェクト 

松沢哲郎，大橋岳，林美里，山本真也， 
野上悦子 

西アフリカ・ギニアのボッソウと，東隣のニンバ山，

西隣のディエケの森，南隣のリベリア領内で，野生チン

パンジーの行動と生態を調査し，ビデオ記録の解析をお

こなった．また，「緑の回廊」と呼ぶ森林再生研究を試

み，幼木を守る 2000本のチューブを設置し，昨年から
の合計が 3000本になった．また，11月にギニアでボッ
ソウ調査 30周年記念の国際シンポジウムを開催した．
これらは以下の研究者との共同研究である．山越言(京

都大)，牛田一成，上西源太郎(以上，京都府大)，長谷

川亮(ハイトカルチャ)，Tatyana Humle(ウィスコンシン
大), Dora Biro(オックスフォード大)，Claudia Sousa（リ
スボン大），Katelijne Koops（ケンブリッジ大），Kim 
Hockings(スターリング大)，Susana Carvalho(リスボン
大)，Nicolas Granier(リエージュ大), Makan Kourouma 
(IREB), TambaTagbino (DNRST)． 

 

E) 飼育霊長類の環境エンリッチメント 

友永雅己，田中正之，松沢哲郎，鈴木樹理，

熊崎清則，前田典彦，渡辺祥平，落合(大平)

知美 
動物福祉の立場から環境エンリッチメントに関す

る研究をおこなった．3次元構築物の導入や植樹の効果
の評価，芳香刺激の呈示によるストレスの低減，認知的

ストレスの非侵襲的生理指標による評価などを行った．

これらは川上清文(聖心女子大)，大平秀樹，飯田沙依亜
(以上名古屋大)との共同研究である． 
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F) 各種霊長類の認知発達 

友永雅己, 田中正之, 松沢哲郎, 打越万喜子 
アジルテナガザルの幼児，マカクザルの乳児，およ

び新世界ザル各種成体を対象に，種々の認知能力とその

発達について検討を行った．これらは，以下の研究者と

の共同研究である．伊村知子(関学大)，藤田和生,服部

裕子，堤清香(以上京都大)，白井述，山口真美(以上中

央大)，村井千寿子(玉川大)，兼子峰明（筑波大） 

G) 各種霊長類の瞬目行動の系統比較 

友永雅己 
各種霊長類を対象に自発的瞬目頻度を測定し，系統

比較を行うためのデータを収集するとともに，チンパン

ジー乳児の瞬目行動の発達的変化を解析した．この研究

は田多英興(東北学院大)，大森慈子(仁愛大)，大平英樹(名
古屋大)との共同研究である． 

H) ヒトの子どもの認知発達 

田中正之，林美里 
犬山市の心身障害児デイサービスセンター「こすも

す園」で，自閉症，ダウン症，広汎性発達障害など障害

児のコミュニケーション行動の発達について，参与観察

研究をおこなった． 
 

I) チンパンジー2個体場面における社会的知性の研究 

田中正之，山本真也 
チンパンジー2個体を対象として，互いの利益が競

合する場面や，互恵的な協力によって互いの利益が得ら

れる場面を設定し，そこで見られる行動を分析した．チ

ンパンジーは，相手の行動に応じたさまざまな方略が見

られたが，原則として自身の利益確保に関心を示し，他

者の利益には無関心であった． 
 

J) 国内飼育の大型類人猿の情報ネットワークの構築 

落合知美，松沢哲郎 
国内で飼育されているゴリラ 30個体，オランウー

タン 51個体，チンパンジー355個体について個体情報
や家系情報を集積し分析した．この研究は，吉川泰弘，

長谷川寿一，倉島治（東京大）との共同研究である． 
 

＜研究業績＞ 
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Tanaka, M., Matsuzawa, T. (2006) Chimpanzee social 
cognition in early life:Comparative–developmental 
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Comparative cognition: Experimental explorations of 
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